
　
島
根
県
は
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
小
・
中
学
校
、
地
域
、
市
町

村
、
大
学
、
社
会
教
育
機
関
、
企
業
な
ど
が

参
画
し
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
取
り
組

む
協
働
体
制
「
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
を
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の

高
校
に
お
い
て
構
築
し
た
。
過
疎
化
・
少
子

化
が
進
む
中
、
高
校
を
核
と
し
て
持
続
可
能

な
地
域
を
創
生
し
な
が
ら
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
の
実
現
に
よ
り
、
地
域
の
中
で

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
高
校
生
に
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
１
高
校

１
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
構
築
が
一
般
的
だ

が
、
浜
田
市
を
所
在
地
と
す
る
島
根
県
立
浜

田
高
校
、
同
県
立
浜
田
商
業
高
校
、
同
県
立

浜
田
水
産
高
校
、
そ
し
て
同
県
立
浜
田
養
護

学
校
、
同
県
立
浜
田
ろ
う
学
校
の
５
校
を
軸

に
構
築
さ
れ
た
の
が
、
浜
田
市
を
事
務
局
と

し
た
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
だ
。

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
で
は
、「
高
校
生
一
人
ひ
と
り
の
魅
力

や
個
性
を
伸
ば
し
、
自
己
実
現
を
支
援
す
る
」

「
魅
力
あ
る
協
働
活
動
に
つ
い
て
、
学
校
と

地
域
双
方
か
ら
の
情
報
を
発
信
す
る
」「
地

域
・
企
業
が
高
校
生
と
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
高
校
生
を
支
援
す
る
」
な
ど
、

重
点
的
な
取
り
組
み
事
項
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
属
す
る
５
校

の
課
題
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
浜
田
商
業
高
校
の
中
澤
雅
美
校
長
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
つ
県
立
学
校
が
、
地
域

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

食
品
流
通
科 

科
長

真
鍋
　翔 

ま
な
べ
・
し
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

浜
田
市
教
育
委
員
会

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
地
本
由
佳 

お
お
じ
も
と
・
ゆ
か

２
０
１
９
年
度
か
ら
現
職
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

海
洋
技
術
科 

科
長

田
邊
賢
一 

た
な
べ
・
け
ん
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

浜
田
市
教
育
委
員
会

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

熊
谷
修
山 

く
ま
が
い
・
お
さ
ま

２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校 

教
頭

佐
々
木
健
二 

さ
さ
き
・
け
ん
じ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

島
根
県
立
浜
田
高
校 

主
幹
教
諭

作
野
健
一 

さ
く
の
・
け
ん
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国

語
科
。

島
根
県
立
浜
田
商
業
高
校 

校
長

中
澤
雅
美 

な
か
ざ
わ
・
ま
さ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

学
校
と
地
域
、そ
し
て
学
校
同
士
が
つ
な
が
り
、

各
校
が
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

H
A
M
A
D
A
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

島
根
県
浜
田
市
は
、「
浜
田
の
未
来
び
と
」
で
あ
る
高
校
生
の
地
域
協
働
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
的
な
地
域
力
の
向
上
を

実
現
す
る
た
め
の
共
同
事
業
体
、「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
運
営
。
探
究
学
習
や
課
題
研
究
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
・
生
徒
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
教
育
活
動
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
る
。

地域連携

事例 4

地域連携の現状について
P.８で解説

市
内
５
つ
の
県
立
学
校
を
軸
に
、

地
域
が
協
働
体
制
を
構
築
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と
協
働
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
生
徒
に
伝

え
、
浜
田
市
を
愛
す
る
人
材
に
育
て
る
こ
と

は
、
若
年
層
の
県
外
流
出
が
進
む
地
域
の
課

題
で
あ
り
、
学
校
の
課
題
だ
」
と
説
明
す
る
。

　「
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
る
中
、
仮
に

進
学
や
就
職
な
ど
で
浜
田
市
を
離
れ
て
も
、

何
ら
か
の
形
で
浜
田
市
に
か
か
わ
る
『
関
係

人
口
』
を
増
や
す
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
の
未

来
の
担
い
手
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
浜
田
市

の
生
徒
た
ち
の
学
び
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
は
、
浜
田
市
教
育
委
員
会
の
職
員
２

人
が
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配

置
さ
れ
て
い
る
。
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
に
お
い
て
地
域
や

地
元
企
業
と
連
携
す
る
と
い
っ
た
、
学
校
か

ら
地
域
に
対
す
る
要
望
、
あ
る
い
は
生
徒
に

地
域
行
事
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
、
地
域
か
ら
学
校
に

対
す
る
要
望
な
ど
、
地
域
と
学
校
が
つ
な
が

る
際
の
窓
口
を
一
括
し
て
担
っ
て
い
る
。

　
各
校
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
て
、
自
校
の
教
育
活
動
の
質
的
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
浜
田
高
校
で
は
、
１
年
生
が

地
域
住
民
と
自
分
自
身
や
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
語
り
合
う
「
ち
ょ
こ
っ
・
ト
ー
ク
」
を

実
施
し
て
い
る
（
図
１
）
が
、
同
活
動
に
は

１
年
生
の
人
数
と
ほ
ぼ
同
数
の
約
１
６
０
人

の
住
民
が
参
加
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
数
の
住

民
の
参
加
が
実
現
し
た
の
は
、
高
校
を
活
動

拠
点
と
し
て
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
広
く
地
域
に
声
を
か

け
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
、
浜
田
高
校
の
作
野

健
一
先
生
は
語
る
。

　「
高
校
生
に
と
っ
て
、
家
族
や
教
師
以
外

の
知
ら
な
い
大
人
と
話
を
す
る
機
会
は
、
決

し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
年
齢
、

職
業
の
大
人
と
語
り
合
え
た
こ
と
は
、
自
分

自
身
や
地
域
に
対
す
る
理
解
に
つ
な
が
っ
た

は
ず
で
す
」

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
修お

さ
ま山

さ
ん
も
、「
高
校
生
に
と
っ
て
、
地
域
に
飛

び
出
し
て
い
く
準
備
が
で
き
た
」
と
手
応
え

を
語
る
。

　「『
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
、
職
業
の

大
人
と
話
し
た
の
は
初
め
て
で
す
』
と
興
奮

気
味
に
話
す
生
徒
を
見
て
、
生
徒
の
目
が
地

域
に
対
し
て
開
か
れ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
今
後
の
地
域
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学

習
に
も
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
」

　
浜
田
水
産
高
校
も
、「suisui

（
ス
イ
ス
イ
）

ト
ー
ク
」
と
名
づ
け
た
、
１
年
生
と
住
民
と

の
語
り
合
い
の
場
を
、
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
。

HAMADA教育魅力化コンソーシアムが支援する活動例図1

高校魅力化の取り組みの一環として実施
する大規模販売実習では、地元企業との
連携、地域住民への広報で、魅力化コー
ディネーターと連携した。

■ 浜田商業高校「浜商デパート」

高校生とほぼ同数の地域住民が１対１で
向かい合い、指定されたテーマについて
１分ずつ考えを述べる。次々に相手を変
えて、たくさんの人と出会う仕組み。

■ 浜田高校「ちょこっ・トーク」

生徒たちが学校を超えて協力し、地域活
性化イベントを企画・実施する、ＨＡＭＡ
ＤＡ教育魅力化コンソーシアム主催の地
域系部活動。

■ 探究活動Y.A.C.（ヤック）

小・中学生に、浜田市の水産資源や食文
化について関心を持ってもらうために、同
校の生徒が講師になって漁業の現状など
をテーマにした出前授業を行っている。

■ 浜田水産高校「出前授業」

設
立
　
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
／
普
通
科
、
理
数
科

／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国
公
立

大
は
、
京
都
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
88
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
４
０
人
が
合
格
。

島
根
県
立
浜
田
高
校

　学
校
概
要

設
立
　
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
商
業
科
、
情
報
処
理
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
島
根

県
立
大
、
広
島
経
済
大
、
広
島
工
業
大
、
福
岡
大
に
延
べ

４
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
27
人
。
就
職
28
人
。

島
根
県
立
浜
田
商
業
高
校

　学
校
概
要

設
立
　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
海
洋
技
術
科
、
食
品
流
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
短
大
・
専
門
学
校
進

学
13
人
。
就
職
25
人
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

　学
校
概
要

地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

教
育
活
動
が
豊
か
に
な
る
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　「
参
加
し
た
住
民
の
方
か
ら
、『
高
校
生
が

自
分
の
言
葉
で
伝
え
て
く
れ
た
水
産
高
校
の

魅
力
を
聞
い
て
、
こ
の
学
校
は
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
必
要
だ
と
確
信
し
た
』
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
浜
田
水
産
高
校
・

佐
々
木
健
二
教
頭
）

　
浜
田
市
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
、
水
産

資
源
や
食
文
化
、
産
業
に
つ
い
て
、
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
漁
業
関
係

者
の
思
い
か
ら
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
給

食
に
「
ノ
ド
グ
ロ
」
を
毎
年
提
供
し
て
お
り
、

浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
は
、
４
０
０
０
尾
を

超
え
る
数
の
ノ
ド
グ
ロ
の
下
処
理
を
担
っ
て

い
る
。
地
域
と
、
深
い
学
び
を
実
現
し
た
い

と
い
う
学
校
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た
取
り
組

み
の
１
つ
だ
。

　「
ノ
ド
グ
ロ
を
処
理
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー

に
納
め
る
ま
で
、
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
人
と
協
働
し
ま
す
。
水
産
資
源
が
食
品
と

し
て
市
場
に
流
通
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
地
域
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
」（
浜
田
水
産
高
校
・
真
鍋
翔
先
生
）

　「
さ
ら
に
本
校
で
は
、
小
・
中
学
校
に
出

向
き
、
高
校
生
が
講
師
に
な
っ
て
漁
業
の
現

状
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す（
図
１
）。
ノ
ド
グ
ロ
給
食
を
始
め
、

高
校
で
得
た
知
識
や
技
術
を
地
域
の
大
人
や

子
ど
も
に
披
露
す
る
場
は
、
生
徒
に
と
っ
て

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
浜
田
水
産
高
校
・
田た

邊な
べ

賢
一
先
生
）

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大お

お

地じ

本も
と

由

佳
さ
ん
は
、「
人
口
が
少
な
い
町
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
人
の
出
会
い
は
大
き
な
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
生
徒
が
出
会
っ
た
大
人
は
、
探
究
学
習

や
課
題
研
究
に
お
け
る
身
近
な
伴
走
役
の
候

補
の
１
人
に
な
り
ま
す
。
生
徒
と
地
域
の
大

人
の
関
係
性
が
持
続
し
や
す
い
の
は
、
小
さ

な
町
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
主
催
す
る
探
究
活
動
「Y.A.C.

（
ヤ

ッ
ク
）」（
図
１
）
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内

の
生
徒
が
任
意
で
参
加
す
る
地
域
系
部
活
動

だ
。
生
徒
は
、
地
域
住
民
か
ら
町
の
課
題
を

聞
く
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、 

地
域
の
問
題
の
解
決
プ
ラ
ン
を
考
え
な
が

ら
、
地
域
と
自
分
の
未
来
を
考
え
る
。

　「
高
校
生
の
探
究
学
習
に
伴
走
す
る
に
あ

た
っ
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
、
探
究
学
習

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、『
教
育
魅
力
化
勉
強
会
』
を

定
期
的
に
開
催
し
、
探
究
学
習
を
軸
に
し
た

高
校
と
地
域
の
連
携
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
高
校
生
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
こ

と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
」（
大
地
本
さ
ん
）

　
そ
う
し
た
学
校
を
超
え
た
協
働
を
経
て
、

生
徒
た
ち
は
様
々
な
挑
戦
を
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
浜
田
商
業
高
校
の
郷
土
芸
能
部
が

舞
う
「
石い

わ

見み

神
楽
」
の
口
上
を
浜
田
高
校
の

生
徒
が
英
訳
し
て
、
上
演
中
に
音
声
で
流
す

と
と
も
に
、
浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
が
「
ア

ン
コ
ウ
の
唐
揚
げ
」
を
観
客
に
振
る
舞
う
と

い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。

　
高
校
生
の
参
加
・
参
画
を
希
望
す
る
地
元

企
業
や
団
体
が
、
生
徒
に
活
動
内
容
を
伝
え

る
「
地
域
協
働
活
動
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ト
」

（
図
２
）
の
利
用
も
活
発
だ
。
こ
れ
ま
で
は

教
頭
な
ど
の
管
理
職
が
窓
口
と
な
り
、
地
域

か
ら
の
依
頼
文
書
な
ど
を
整
理
・
管
理
し
て

い
た
が
、
現
在
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
依
頼
内
容
を
精
査
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ー
ト
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
生
徒
が
自
由
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
学
校
側
の
業

務
負
担
が
激
減
し
た
と
、
各
校
の
教
師
は
異

口
同
音
に
言
う
。
ま
た
、
生
徒
が
直
接
、
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、「
こ

ん
な
活
動
を
し
た
い
」
と
、
企
業
・
団
体
へ

の
仲
介
を
求
め
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

　「
学
校
と
地
域
が
『
こ
う
い
う
生
徒
を
育

て
た
い
』『
こ
う
い
う
町
を
つ
く
り
た
い
』

と
い
っ
た
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
大
人
た
ち
が
市
と
県
と
い
う
違
い

を
超
え
て
、
高
校
生
の
育
成
に
か
か
わ
ろ
う

と
す
る
土
壌
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
人
口
が
減
少
し
、
生
徒
の
数
も
減
っ
て

い
く
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
と
地
域
が
互

い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
未
来
の
人
材

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
大
地
本
さ
ん
）

地域協働活動マッチングシート図2

◉マッチングシートでイベントのボランティアを募集し
た団体から、参加した高校生に届いたお礼のコメント
「接客マニュアルもなく、想像以上の来場者に大人も混
乱する中、高校生の皆さんがいなかったら、イベントは
成功していませんでした。感謝しています。当イベント
が浜田市の代表的なイベントとなるよう、努力していき
ます。大人になった時は、ぜひ実行委員の一員として、
当イベントを引き継いでいってほしいと思っています」

高
校
生
の
学
び
を
支
え
る
た
め
の

勉
強
会
を
地
域
で
開
催
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